Ⅸ. 実習自己評価表

学生氏名：　　　　　　　　　　　
	４段階評価で記入する

該当する数字に○印をつける
	（例）
	できなかった
	あまりできなかった
	できた
	よくできた

	
	
	
	
	
	

	
	
	1
	2
	3
	4

	
	できなかった
	あまりできなかった
	できた
	よくできた

	01．受け持ちの老人の身体的・精神的・社会的な側面を包括的に把握し、書く記録用紙に記述できる。
	1
	2
	3
	4

	02．受け持ち老人の疾患について、症状・治療・看護を各々の記録用紙に記述できる。
	1
	2
	3
	4

	03．収集した情報を的確に解釈し、看護問題を抽出し、看護計画を立て、記録用紙に記述できる。
	1
	2
	3
	4

	04．看護計画に基づいたケアを実施できる。
	1
	2
	3
	4

	05．実施したことを評価し、看護計画を修正・立案することができる。
	1
	2
	3
	4

	06．老人の生活、あるいは療養の安全さと快適さを考慮した、施設の構造・備品などの特徴を理解できる。
	1
	2
	3
	4

	07．実習のまとめを的確に記述できる。
	1
	2
	3
	4

	08．積極的にベッドサイドへ行ける。
	1
	2
	3
	4

	09．行動計画を的確に作成することができる。
	1
	2
	3
	4

	10．カンファレンスに積極的に参加することができる。
	1
	2
	3
	4

	11．記録用紙は期限を厳守して確実に提出することができる。
	1
	2
	3
	4

	12．学生として礼節をわきまえた誠実な対応ができる。
	1
	2
	3
	4

	13．司会、リーダーなど、実習中の自分の役割を果たすことができる。
	1
	2
	3
	4

	14．実習に関する自己学習ができる。
	1
	2
	3
	4

	15．創意工夫して実習ができる。
	1
	2
	3
	4
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